
アート・イベントのお知らせ

「開館20周年記念くっちゃん美術展　第61回麓彩会展＋くっちゃ

ん ART2020」

　60 年以上も前に小川原脩を中心として創立された当時の後志

在住作家を核とする「麓彩会展」、そして羊蹄山麓と関わりの深

い作家により構成される「くっちゃん ART」。「地域」という共通

のキーワードで、両展の作品を一堂に集めて開催します。

会　期： 開催中～翌年 2月 11 日㈫　会　場：第 1展示室

「小川原脩セレクション　原始の美－ 1960's」

　強い関心を寄せた太古の遺跡遺物をモチーフとしながら、アン

フォルメル（不定形の抽象）の影響を受けた力強く躍動感溢れる

1960 年代初頭の作品をご紹介します。

会　期：開催中～翌年 1月 13 日㈪　会　場：第 2展示室

世界美術館紀行Ⅸ～ドイツ＆北欧編～

「アルテ・ピナコテーク／オスロ国立美術館／レンバッハハウス美

術館」

トークと映像で巡る世界の美術館。今回は芸術の都ミュンヘンや

オスロの美術館を訪ねます。

日　時：12 月 7 日㈯ 14 時～ 15 時 30 分

　お話し：柴　　勤（当館館長）　会　場：当館映像ルーム（無料）

アート探訪 <みて・きいて >～ポスト印象派④～

「ロートレック」

　印象主義から離れ、世紀末のパリの裏街をありのままに描き出し

たロートレックの歩みを紹介します。

日　時：12 月 14 日㈯ 14 時～ 15 時

　お話し：柴　　勤（当館館長）　会　場：当館映像ルーム（無料）

　毎年恒例の子どもたちによるクリスマス・コンサート。リコーダー

やハンドベルによる合奏、合唱、ピアノ独奏などスタイルはさまざ

ま。アートな空間での音楽会。毎回、サプライズ演奏もあります。

　演　奏：町内各小学校の皆さんなど

　日　時：12 月 21 日㈯ 14 時～ 15 時 30 分

　会　場：当館ロビー（無料）

「おしゃれ泥棒」1966 年 /124 分 / アメリカ（字幕）　　　

オードリー・ヘップバーンがパリの街を舞台に、魅せる盗みと愛

のテクニック。美術品の贋
がんさく

作をめぐるロマンティック・コメディの

代表作。

－19－ －18－

■企画展示

　冬到来。ロビーから望む羊蹄山の

白い姿は、時に見惚れて足を止める

ほど美しい。一方、展示室に目を向

ければ、まるで色とりどりの花が咲

き誇るかのように、個性豊かな作品

で満ち溢れています。その数、何と

30 点。現在、美術館では開館 20 周

年記念の第 2弾として「くっちゃん

美術展」を開催中ですが、その中身

は、皆さんもよくご存じの「麓彩会

展」と「くっちゃん ART」の合同展

です。両方に共通するキーワード

は、倶知安を中心とした羊蹄山麓の

美術。この地域が育む美術の豊かな

広がりを、今改めて感じているとこ

ろです。

美術館は花盛り！
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　『無題』

1973 年　小川原　脩　画

展覧会のお知らせ

小川原脩記念美術館 ☎ 21-4141

観 覧 料 ： 一 般 500 円（400 円）

高 校 生 300 円（200 円）

小中学生 100 円（ 50 円 )

倶知安風土館 ☎ 22-6631

観 覧 料 ： 一 般 200 円（100 円）

高校生以下、美術館観覧者無料

■アート・シネマ館

■土曜サロン

※（　）内は 10 名以上の団体料金

12月の休館日 毎週火曜日
31～1月5日（年末年始休館）

開館時間は
入館は

9時～ 17 時
16 時 30 分まで

　雪に覆われ、静まり返った 12 月の野山。外敵が少ないこの季節に活動する昆虫に、クモガタガガンボが

います。ガガンボというと春夏に見られる、蚊を大きくしたような姿が一般的ですが、クモガタガガンボは

まったく異なった姿をしています。飛ぶための翅
はね

は退化してすっかり無くなり、代わりに脚が発達していま

す。歩くことに特化した 10 ㍉に満たない姿は名前の通り、まるでクモのようです。

　翅を無くしたのは体の表面積を小さくし、低温環境へ適応するためとされており、さらに体は凍りにくい

液で満たされているため、氷点下 15度くらいまでの耐寒性を備えています。私自身、氷点下 10度近い気温

の中を活発に動き回っているのを何度か見たことがあります。雪の中にも潜るため、さらに低温になる場合

には雪の中で寒さをしのぎます。クモガタガガンボも、寒冷地で生きるために雪をうまく利用しているので

　暖炉やたき火のパチパチと燃える、音、熱、光に、ぼうっと目を

奪われ、耳を澄ます、そのような経験をお持ち方も多いのではない

でしょうか。凍える季節の始まりに、暖かさの原点、火の気配を帯

びた作品をご紹介します。

　小川原は 1958 年から 60 年代の初め頃、考古学に傾倒し古代の遺

跡遺物に強く関心を寄せていました。当時はまさにアンフォルメル（不定形なるもの）と呼ばれた抽象美術

が日本全国を席巻していましたが、小川原も原始の世界を題材に独自の抽象的な作品を展開しました。

　遺跡の赤褐色土そのものを写し取ったとも言えるこの作品は、黒々と存在感を見せる石器の配列にひし形

の規則性が見て取れ、その合間からは明るい赤がにじみ出るように描かれています。石器時代の人びとが遺

した物の背後から、当時の営みの熱が溢れ出ているかのようです。太古から人の営みを支えた「火」は、癒

しとともに人知を超えた自然の一つとして畏れられ、その精神性をも小川原は作品に込めているように感じ

ます。この作品は現在開催中の展覧会「原始の美－ 1960's」で見ることができます。

文：沼田　絵美（小川原脩記念美術館　学芸員）

すね。

　北海道には 2種類、クモガタガガンボの仲間が生息しているとされ

ていますが、実際の種数も生態もまだまだわからないことばかりです。

今日も人知れず、不思議な虫の営みは続いています。

文：小田桐　亮（倶知安風土館　学芸員）
春夏に見られるガガンボの仲間（左）と

雪上のクモガタガガンボ（右）の仲間

　日　時：12 月 28 日㈯ 14 時～ 16 時 10 分　お話し：柴　　勤（当館館長）　会　場：当館映像ルーム（無料）

昨年のコンサートの様子

「クリスマス・キッズ・コンサート 2019」


